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本
校
将
棋
部
が
同
好
会
か
ら
部
に
昇

格
し
た
の
は
平
成
十
年
。
倉
川
尚
氏
が

夏
の
全
国
大
会
で
個
人
三
位
に
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
が
認
め

ら
れ
た
結
果
で
あ
る
。
そ
の
後
、
翌
十
一
年
の
夏
の
全
国
大
会
で
は
、

男
子
団
体
（
倉
川
尚
、
進
藤
知
巳
、
三
浦
良
太
）
で
三
位
。
最
近
十
年

で
は
全
県
大
会
の
男
子
団
体
で
平
成
十
一
年
〜
十
三
年
、
平
成
十
六
年

〜
十
九
年
の
計
七
度
優
勝
し
て
お
り
、
昨
年
夏
の
全
国
大
会
で
は
男
子

団
体
（
筒
井
拓
弥
、
菅
原
陽
太
、
會
場
健
大
）
で
五
位
入
賞
と
い
う
成

績
を
収
め
て
い
る
。

部
活
動
紹
介

移
り
ゆ
く
季
節

寺
　
田
　
光
　
和
（
昭
和
７
年
卒
）

バ
ッ
ケ
ウ
ド
ヒ
コ
ヒ
コ
ワ
ラ
ビ
の
春
の
色
は
や
も
ほ
の
ぼ
の
二
月
の
市
場

二
輪
草
は
今
年
も
連
れ
て
咲
き
を
れ
ど
友
逝
き
た
れ
ば
一
人
し
摘
め
り

庭
先
に
固
く
根
づ
き
し
山
取
り
の
サ
ビ
タ
の
花
に
紋
黄
蝶
舞
ふ

空
青
く
山
山
青
く
湖
青
し
青
き
世
界
に
心
染
ま
り
ぬ

抽
斗
の
奥
よ
り
出
で
来
亡
き
妻
の
う
ら
若
き
日
の
セ
ピ
ア
の
写
真

気
に
入
り
の
手
編
み
の
下
着
に
亡
き
妻
の
気
付
か
ぬ
ほ
ど
の
つ
く
ろ
ひ
の
あ
と

晩
酌
は
こ
の
ぐ
い
の
み
で
と
暮
れ
方
に
空
色
深
き
白
岩
焼
買
ふ

み
年
の
「
み
」
己
已
巳

き

い

し

の
文
字
の
い
づ
れ
か
と
短
歌
に
教
へ
し
師
を
な
つ
か
し
む

か
す
か
な
る
羽
音
残
し
て
か
ぎ
と
な
り
帰
雁
は
低
き
雲
に
消
え
ゆ
く

足
取
り
の
た
し
か
な
ら
ざ
る
下
山
路
を
高
山
蝶
の
舞
ひ
て
い
ざ
な
ふ

（
千
秋
短
歌
会
・
な
ら
や
ま
短
歌
会
主
宰
）

陸
前
国
白
石
付
近
の
川
な
れ
ど
、
近
頃
そ
の
名

子こ

捨
川
す
て
が
は（

）

悪
し
と
て
改
名
せ
ら
る
る
と
か
や

阿
部
　

女
（
旧
姓
　
田
口
聰
子
　
昭
和
33
年
卒
）

引
鴨
の
こ
ゑ
残
り
ゐ
る
子
捨
川

姉
沼
の
名
の
優
し
さ
よ
は
ん
の
花

安や
す

見み

子こ

は
十
九
と
な
り
ぬ
桃
の
花

ひ
じ
き
煮
る
出
羽
山
伏
の
来
さ
う
な
日

梅
花
藻
の
ゆ
る
る
茂
み
が
わ
が
住
処

子
燕
や
床
屋
が
朝
の
水
つ
か
ふ

弦つ
る

打
ち
を
せ
よ
椎
の
花
匂
ふ
夜
は

行
々
子
喉
の
小
骨
が
ま
だ
と
れ
ぬ

空
蝉
の
中
の
く
ら
が
り
紅
楼
夢

念
仏
の
衆
が
宙
ゆ
く
枇
杷
の
村

（
俳
句
結
社
小
熊
座
同
人
）

双
璧
、
二
枚
看
板
と
も
言
え
る
筒

井
拓
弥
、
菅
原
陽
太
の
両
名
で
あ

る
。
筒
原
コ
ン
ビ
と
称
さ
れ
る
彼

ら
は
、
部
内
で
は
桁
違
い
の
強
さ

を
誇
り
、
菅
原
は
今
年
度
の
ア
マ

の
全
県
大
会
で
ベ
ス
ト
８
の
成
績

を
収
め
て
い
る
。
そ
ん
な
彼
ら
の

強
さ
が
他
の
部
員
た
ち
に
も
火
を

つ
け
た
の
か
、
今
年
の
部
員
全
体

の
頑
張
り
に
は
目
を
見
張
る
も
の

が
あ
る
。
普
段
は
も
と
よ
り
、
大

会
一
か
月
前
は
学
校
で
毎
日
四
時

間
練
習
し
、
家
で
も
積
極
的
に
定

跡
、
詰
め
将
棋
、
ネ
ッ
ト
将
棋
等

を
行
い
、
さ
ら
に
は
年
に
数
回
の

将
棋
部
Ｏ
Ｂ
と
の
練
習
会
を
意
欲

的
に
こ
な
す
な
ど
、
確
実
に
実
力

ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
チ
ー
ム
目
標

は
、
昨
年
の
全
国
五
位
以
上
の
成

績
を
収
め
る
こ
と
で
あ
る
。

他
方
、
個
人
戦
で
は
組
み
合
わ

せ
等
に
も
恵
ま
れ
ず
、
満
足
の
い

く
結
果
を
残
せ
な
か
っ
た
部
員
も

少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
努
力
が
「
明
確
な
結
果
」
の

形
で
常
に
報
わ
れ
る
と
は
限
ら
な

い
、
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
も

部
活
の
重
要
な
面
で
あ
る
と
思
う
。

た
だ
「
将
棋
」
に
は
、
努
力
の
過

程
で
得
ら
れ
る
も
の
の
大
き
さ
、

自
分
の
力
の
限
界
を
試
す
楽
し
み

が
あ
る
。
努
力
自
体
を
楽
し
く
思

わ
せ
る
ほ
ど
に
、
今
年
の
将
棋
部

は
輝
い
て
い
る
。
全
国
出
場
メ
ン

バ
ー
は
将
棋
と
い
う「
真
剣
勝
負
」

を
楽
し
め
る
だ
け
の
「
努
力
と
実

績
」
を
持
っ
て
い
る
。
最
後
に
な

り
ま
す
が
、
今
後
も
同
窓
会
諸
氏

の
力
強
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
期

待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

（
部
長
・
平
野
祐
一
）

本
年
度
の
秋
高
将
棋
部
は
強
い
。

５
月
の
全
県
大
会
初
日
に
男
子
団

体
で
秋
田
Ａ
（
筒
井
拓
弥
、
菅
原

陽
太
、
村
上
史
生
）
が
優
勝
、
秋

田
Ｂ
（
平
野
祐
一
、
杜
昊
、
鈴
木

全
県
大
会
で
Ａ
が
Ｖ
Ｂ
も
三
位

渉
）
が
三
位
と
な
っ
た
。
ま
た
、

団
体
優
勝
メ
ン
バ
ー
以
外
が
参
加

で
き
る
二
日
目
の
個
人
戦
で
は
橋

本
貴
弘
が
優
勝
し
た
。
将
棋
部
を

リ
ー
ド
し
て
い
る
の
は
、
部
内
の


